
　
三
月
三
日

　
七
時
四
〇
分
起
床
。
昨
日
、
長
男
雄
大
フ
ロ
リ
ダ
よ
り
戻
る
。
九
時
過
調

布
Ｂ
邸
現
場
。
学
生
三
名
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
参
加
。
良
く
動
い
て
い
た
。
三
年

生
位
に
こ
の
体
験
は
適
し
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
。
十
時
二
〇
分
現
場
を
去
る
。

十
一
時
二
〇
分
研
究
室
。

　
三
月
四
日

　
雪
。
十
時
半
国
分
寺
岡
邸
。
業
者
二
社
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
打
合
わ
せ
。
一

社
は
時
間
間
違
い
で
キ
ャ
ン
セ
ル
。
こ
う
い
う
会
社
は
も
う
駄
目
だ
ね
。
し

か
し
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
れ
て
来
た
会
社
な
ん
だ
か
ら
何
を
か
言
わ
ん

や
な
の
で
あ
る
。
十
五
時
半
迄
。
十
六
時
過
新
大
久
保
駅
前
近
江
屋
に
て
一

息
つ
く
。
こ
の
駅
前
ソ
バ
屋
は
か
っ
て
、
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
と
い
う
希
有
な
味

の
（
と
言
っ
て
も
大
根
お
ろ
し
と
新
ソ
バ
の
組
合
わ
せ
だ
け
の
も
の
）
ソ
バ

を
出
し
て
お
り
、
死
ん
だ
佐
藤
健
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
都
内
有
数
の
ソ
バ
屋

な
ん
だ
そ
う
だ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
こ
は
佐
藤
健
お
す
す
め
の
店
で
あ
る
。
確

か
に
、
翁
だ
と
か
、
一
茶
庵
系
だ
と
か
、
ヤ
ブ
系
と
か
の
ソ
バ
グ
ル
メ
達
の
、

つ
ま
り
ソ
バ
通
ら
し
き
が
、
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
言
っ
て
気
取
っ
て
る
ソ
バ
屋

よ
り
は
余
程
に
良
い
水
準
な
の
だ
。
世
田
谷
村
近
く
の
宗
柳
と
似
て
る
の
で

あ
る
。
マ
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
最
近
は
良
く
こ
こ
を
使
っ
て
い
る
。
ソ
バ

屋
の
一
角
が
打
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
近
江
家

常
駐
の
設
計
屋
み
た
い
な
も
ん
だ
。
ソ
バ
通
が
お
す
す
め
す
る
定
番
の
ソ
バ

屋
位
下
ら
な
い
ソ
バ
屋
は
な
い
。
だ
っ
て
ソ
バ
は
ソ
バ
だ
ろ
う
。
せ
い
ろ
一

枚
五
、
六
百
円
が
一
番
正
し
い
ソ
バ
な
の
だ
。
そ
れ
が
一
枚
千
円
近
く
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
な
ん
て
の
は
明
ら
か
に
、
サ
ギ
な
の
で
あ
る
。
二
十
一
時

前
、
α
若
松
氏
と
の
相
談
修
了
。
台
北
の
李
祖
原
と
連
絡
し
た
り
で
展
開
力

の
あ
る
打
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
二
十
一
時
新
宿
、
京
王
線
車
中
。
今
日
も
何

と
か
無
事
に
過
ご
せ
た
。

　
三
月
五
日

　
雪
が
残
っ
て
い
る
。
朝
突
然
河
野
鉄
骨
の
連
中
が
世
田
谷
村
に
来
て
工
事

を
始
め
た
の
で
驚
い
た
。
し
か
し
今
朝
は
久
し
振
り
に
ゆ
っ
く
り
で
き
て
い

る
。
大
阪
の
Ｍ
氏
、
広
島
の
木
本
君
他
に
便
り
書
く
。
木
本
君
は
良
く
や
っ

て
い
る
が
、
新
し
い
モ
ノ
に
は
や
は
り
と
ま
ど
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
綿
密
に

便
り
を
し
続
け
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　
結
局
十
四
時
過
ま
で
、
世
田
谷
村
で
仕
事
。
午
後
遅
く
Ｂ
邸
現
場
に
向
か

い
、
そ
の
足
で
高
山
邸
引
渡
し
の
会
へ
。

　
三
月
六
日
　
日
曜
日

　
午
前
中
河
出
書
房
、
宮
本
常
一
の
原
稿
を
書
く
。
四
、
五
枚
迄
す
す
む
。

十
四
時
前
国
分
寺
Ｏ
さ
ん
宅
。
十
五
時
半
新
宿
、
喫
茶
店
で
原
稿
書
く
。
十

六
時
過
、
高
島
屋
上
の
ソ
バ
屋
で
α
社
長
若
松
氏
と
打
合
わ
せ
。
ロ
シ
ア
研

究
所
の
件
。
十
八
時
過
修
了
。
世
田
谷
村
に
戻
る
。
今
日
中
に
宮
本
常
一
の

原
稿
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
ノ
関
ベ
ー
シ
ー
の
菅
原
正
二
氏
に
電
話

入
れ
な
く
て
は
。

　
菅
原
は
元
気
で
あ
っ
た
。
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武


